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は じめに

これから、1っ の大きな試みに挑戦 していきたい、と思っている。それは、創価教育学の土

台を築いているいくつかの概念について、できるだけ分か りやすく整理 ・要約してみようとい

う、いわば知識構成的な作業にほかならない。

『牧口常三郎全集』(全10巻 、第三文明社)が1996年11Hに 一応の完結 を遂げたことにより、

そして、また、2003年 が 『人生地理学』の出版100周 年であったことからしても、牧 口研究は、

「第3の 千年」への船出とともに、大いなる躍進の時期を迎えているように思われる。しかも、

創価学会の池田大作名誉会長によって 「世紀の転換点」をはさんで発表された2っ の 「教育提

言」(1)を顧みると、創価教育学説の研究は、いよいよ、本格的な深まりと広がりが不可欠 とさ

れる段階へ、まさに突入 しているのである。

しかしながら、これまでのところでは、事実関係 を再認識することのみならず、読解のしか

たに関しても、共通認識はほとんど得られていないというのが、偽 らざる実情なのではないだ

ろうか。ことによると、各々が、それぞれに、みずからの見解を述べているだけだ、と言えな

くもない。

それゆえ、今後の研鎭が正 しく導かれるためには、できるだけ早い うちに、共通基盤 を構築

していくことが必要であるだろう。もちろん、それは、『牧口常三郎全集』〔以下、『全集』 と略

記〕という 「テキス ト」に即 して、多 くの方々が合意 しうるようなかたちでなされることが、

とても重要なのである。

自分よりもはるかに大きな境涯の人物に接するときには、どうしても、「予断」や 「先入観念」

に左右 されやす くなる。 したがって、探究に際しては、次のような規準を遵守するとい うこと

が、大切 になってくるにちがいない。

イ)ま ず もって、牧 口常三郎が生きた時代に立ち戻ってみることが必要である。

ロ)考 察は、っ とめて、帰納的 ・実証的に進められなければならない。

ハ)あ くまでも、テキス ト・クリティークに徹することが大事である。

とりあえず、本稿では、最優先すべき課題 として、「真理の認識」と 「価値の創造」について

AtsushiFurukawa(香 川 短 期 大 学教 授/客 員 セ ンター 員)
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創 価教 育学 の基礎概念(1)一 「真理の認識」 と 「価値の創 造」一

取 り組んでいくことにしたい。 なぜかと言えば、このことこそが、創価教育学のもっとも根底

的な問題である、と考えられるからである(2)。

1.内 潜創造 と外顕創造

創価高校の創立者池 田大作先生は、何ゆえに、「英知 ・栄光 ・情熱」を〈モッ トー〉とされた

のか。そして、また、「真理を求め、価値を創造する、英知 と情熱の人たれ」とい う命題を、

〈校訓〉の第1番 目に掲げられたのは、なぜなのか(3)。

筆者が、その意味と訳 を、どうにかこうにか探 り当てることができたのは、卒業後、20年 以

上も経過 したころであった。それは、牧口教育学説の本格的な研究を心がけるようになって、

次第に明らかになってきたのである。

「真理の認識」と 「価値の創造」とい う対概念のなかにこそ、創価教育思想の真髄が凝縮さ

れているように思われる。 したがって、創立者は、必要最小限のことばにして、十分す ぎるほ

どの明晰なかたちで、「人間主義」の根本原理を表現 されたのではなかろうか。

このことに関する確信が深まるにっれて、筆者は、研究の姿勢のみならず、研究の方法にお

いても、従来のあ り方を一新せ ざるをえない、と考えるようになった。なぜかと言えば、創価

教育学は、まさしく、人類の知的遺産そのものであるとい うふ うに、正視眼で認識 しなければ

ならないからである(4)。

「真理の認識」と 「価値の創造」にっいては、『創価教育学大系概論』(1928～29年 ごろ)〔以

下、r大系概論』と略記〕のなかで、は じめて、体系的に論述 されている。すなわち、それ らは、

『創価教育学体系』(全4巻 、1930年11H～34年6月)〔 以下、『体系』と略記〕が著 される以前の

段階において、すでに、判然ととらえられていた。 しかも、そこでは、何よりもまず、教育の

目的を明確化す るための、普遍的な原理 として提示されているのである。

「知識の構成 と価値 の生産 とは教育の二大 目的で、 需 かも前者は後者の手段 として存在 する も更

に幸福 生活な る究極理想 に、右 の二大 目的は 苞う響 帰入せ られ る。/知 識 の構成 の為 めに直観 的学習

指導 が従来 の教授法 に代つて高 唱 されね ばな らぬ しその指導 は科学の発 見発 明の過程 を踏 ま しめる

を要す る。価値 生産の為めには応 用科学が 自然現 象 と社会現象 とに加 へ られ ねばな らぬ。/斯 くして

吾人は教 育の 目的 を左 の如 く表現す るを以つて妥 当な もの と信ず る。

一一{難}灘
幸福生活

一 造縢 難1
真理の認識 と価値 の創造 といふ も、価値の創 造を以つて外顕創造 とすれ ば、 之に対 して観念や概念

や法則等の内心に於ける構造作用は内潜創造といふて窪つ隻)あるまい。/幸 福に依つて包括される

右の目的を達する為めの能力を意味する人格価値の魁饗 を以て教育の最高目的と信ずる。/右 の如

き内潜外顕の創造能力の発達せる価値ある人格の養成に就ては教育者の意識的計画的なる実行によ

って被教育者のなす無意識的生活を指導して、意識的、計画的生活、知行合一の生活、全人的生活に
くまラ

迄 で到 らしむ るを以て教育の方法上 の原理 とす ることを要す。」 〔『全集 ・第8巻 』、167～168頁 〕
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教育の究極的な理想は、「幸福生活」にほかならない。言い替えれば、子どもたちが、それぞ

れに、自分 らしく、人生の幸福を勝ち取っていくことにある。

そのために、教育は、2っ の大きな目的を達成することが必要になってくる。それが、「真理

の認識」(知識の構成)と 「価値の創造」(価値の生産)な のである。

「真理の認識」 とは、知識を正 しく学んで興味をどんどんふ くらませなが ら、真実を見きわ

める力を養っていくということ。そして、「価値の創造」とは、よりよい生活をお くるため、社

会のなかに 「利 ・善 ・美」(後 には、「美 ・利 ・善」と改められた)の 要素を拡大 ・浸透 させて

いくということ。要するに、教育 とは、子 どもたちがそれ ら両者のはたらきを円滑になしうる

ように、かたわらから援助 ・指導していく作用なのである。

人間は、いわば、求心力 と遠心力 とを有 している。すなわち、真理 を探究 していく内面に迫

るベクトルと、価値を生み出す外面へ広がるベクトルとい う、2つ の異なった志向性 を本来的

にもっているのである。

「創価」の教育思想は、これら2っ のはた らきを、あたかも車の両輪のごとくに位置づける。

それゆえ、牧 口は、前者のはたらきを 「内潜創造」 と表現 し、後者のそれを 「外顕創造」 と言

い当てて、それら両者を一体不二なるものと見なしているのである(5)。

しかも、この一対の概念は、「学ぶ」と 「生きる」、あるいは、「生活の学問化」と 「学問の生

活化」、とパ ラレルな関係にある。っまり、それらは、「創価」の教育思想が体している 「学問

と生活の一体化」 という統一的なテーマの、まさに土台となっているわけである。

残念ながら、このことは、従来、あまり強調 されてこなかった。けれ ども、それは、牧 口が

企図した学校教育改革の柱 として、大変重要な意味をもっていたのである(6)。

ところで、牧口は、従来の哲学的な教育学が教育現場のためにほとんど役に立たない状況を、

「二階から目薬」〔r全集 ・第5巻 』、16頁〕であると、まことに手きびしく指弾する。そ して、彼

は、学校教師が直面している日々の課題の解決を少しでも容易にしうるような、実際的で科学

的な教育学を、希求しっづけていたのである(7)。

当初、彼は、『大系概論』のなかで、教育学の科学的建設のための方法的な規準を、次のよう

なかたちで提示する。

「教育学研究法の指導原理、真理の探究に則るべき過程。

一
、生活の学問化 一 特殊事実 よ りの帰納的研究。

1教 育生活に於ける偶然の成功 の記憶。

2同 様 の成功を(旛 ら)したる所謂 織ん籠 し署 の成功の観察 と、之 に至った原 因の考察,

3因 果律に基づく統合的概念一 心理的概念と論理的概念。

二、学問の生活化_解 的、普遍的聡 の特殊翫 、即ち法則の実験的翻 一(緩'合 的耽

三、進化論 的考察、以上によつて確認 され た真理 を古 来よ りの発達変遷 した過程 の歴史 的考察 を して、

この点よ りその妥 当性を論証す る。

四、真理の批判的考察一 目的観念 よ り観 た る真理の評 価。それ が果 して生活上 に何程 の価値 を有す

るか を批判 して更 に確実性 の 自信 を確 めること。

本書 の思想系統 の構成は其の出来 ばえは兎 も角 も、以上の如き順序 を正直に踏 んで学的良心の不満

足を免れ、以て真理 に到達 した積 りで ある。」 〔『全集 ・第8巻 』、165頁 〕

教育学の研究対象の核心部分は、「教育の方法」にほかならない。そして、これは、まさに、

その 「教育の方法」に関する 「真理の探究」過程の4段 階を、端的に要約 したものなのである。
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はじめの2つ の段階は、事実の 「帰納的研究」にもとつく法則の定立と、それの 「実験的証

明」によって、真理を導出していく過程 を指 している。そして、第3の 段階では、得 られた真

理 を歴史と照らし合わせながら 「進化論的考察」をなし、さらに、第4の 段階において、目的

の大小 ・高低 ・浅深を考慮した実際生活上の価値判定にもとづきなが ら「批判的考察」を加 え、

最終的には、《普遍妥当の方法》とはどうい うものであるか とい う、教育上の真理に到達するこ

とになる。

実際、牧 口は、創価教育学の体系化それ 自体が、まさに、「真理の認識」(知識の構成)作 業

であるということを、よくよく知悉 していたにちがいない。 しかも、その方法的な規準の中核

は、「生活の学問化」と 「学問の生活化」なのである。したがって、彼は、「真理の認識」とい

うはたらきのなかにも、さらにもう一重、「真理の認識」と 「価値の創造」の両面が包摂 されて

いるということを、暗黙の うちに把握 していたことになる。

牧 口は、創価教育学を 「応用科学」の1つ として位置づけることから出発する。そ して、こ

れは、L・ ウォー ドの応用社会学から示唆を得ているように思われる。また、「帰納的研究」と

は、具体的には、デュルケム流の実証主義的方法のことを指 している。さらに、「批判的考察」

は、当時の知識人たちの問ではよく知 られていた新カン ト派の哲学を、じっくりと研鎭 してい

たことの反映ではないか、と推察することができるだろう(8)。

周知のように、牧口は、晩年になれば、なおのこと、「自他ともの幸福」を目指 し、勇気を奮

い起 こして価値創造に適進するとい う、大いなる 「情熱の人」なのであった。けれ ども、他方

において、彼が、徹頭徹尾 「知性の人」、どこまでも誠実に真理を求めぬいた 「英知の人」であ

ったということは、いくら声を大にしても、強調 しすぎることはないだろう。それゆえ、創価

教育学それ 自身も、時を経るにしたがって、どんどん発達するのである。

後にふれるように、「応用科学」としての創価教育学は、最終的には、「価値科学」の1っ と

してとらえられるようになる。今 目からふ りかえってみると、それは、「創価人間学」の可能性

と展望 とを開示 して くれているのである(9)。

ここでは、『大系概論』から 『体系 ・第1巻 』までのわずか2年 ほどのうちに、「教育学の研

究法」に関する考察が、次のように深められていることを、とりあえず、示 しておきたい と思

う。そして、こうした学問的な発達の軌跡をたどるだけでも、牧口常三郎とい う人間のスケー

ルが次第次第によりいっそ う大きくなっていったとい うことを、それ相応に正しく感 じ取れる

はずなのである。

「尚教育の対象 の考察 の手続 を詳説 し、真理探究 の一般過程 を分析すれ ば左の如 くになるで あ らう。

(一)生 活の学問化一一特殊事実 よ りの帰納的研 究。

(A)教 育生活に於 ける偶然の成功 の記憶。

(1)失 敗 か若 しくは無意識 な る生活 の反覆 の間 に於 て、特 に 目立ちて且つ記録 に価す る 髪 け

の結果 を(饗)し たる事実の認識 と講 。

(2)そ の特殊 の結果たる事実の生 じた る原因 と見倣 さるべき、特殊なる生活現象 の分 析的観 察。

(3)要 す るに 日々に反覆 しつSあ る、平凡単調な る教育生活 中に表はれたる糟契特殊 なる結果

を生 じた る事実 の観察 と、其 の依つて生 じたる原 因の分析考察。

(B)同 様 の成功 を齎 した る所謂 鍵 罷署 の成功の事実の観察 と、之を生 じたる特殊 の原 因の考察。

(1)所 謂堪能教師 として、他の一般 同業者 より尊敬 を受 ける丈けの人 と、其 の所以の事実 の認識 。

(2)そ の人の努力。他の一般 との比較観 察 に於 て発見 された特殊の点の分析 的観察。

(3)其 の特殊の結果 を生 じたるが為 にくははつた特殊 の事情の分析 的考察。
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(C)因 果律 に基づ く、総合 的概念一 心理 的概念 と論理的概念。

(二)学 問の生活化 一 演繹的考察即ち、概念の特殊的還元一 即 ち法則の実験的証明一 総 合的研

究。

(三)進 化論 的考察 以上 によつて確認 された真理 を、古来 よ り発達変遷 した過程の、歴史的考察 を

して、その点よ りそ の妥 当性を論証す ること。

(四)真 理の批判的考察一 目的観念 よ り観た る真理の判断。それ が果 して生活上に何程の価値 を有

す るか を批判 し、更 に確実性の 自信 を確 めること。」 〔『全集 ・第5巻 』、72～73頁 〕

2.絶 対的真理と相対的真理

創 価 教 育 学 の 「体 系 」 と して の全 体 構 想 が ま とま っ た の は 、 いつ ごろ の こ とな のか 。 今 の と

こ ろ 、 それ は 、 お そ ら く、1928(昭 和3)年 の 第4四 半 期 で は な い か 、 と推 察 す る こ とが 可 能

で あ る。

牧 口常 三郎 は 、『体 系 ・第1巻 』 の な か で 、次 の よ うに述 べ て い る。

「(簡 ・かな前論 が創 価鞘 学糸且織の略ぼ形成 後に紹介 され た もので、(箕)さ にこれ に照 して今 は更

新す るの(ヤXkS)はないが、大体 に於て余 が十数 年来 の暗 中模索 の結果到 達 した もの と大差 がない様で

あるのに]柳か意 を強 うす るに足ると思ふ。」 〔『全集 ・第5巻 』、87頁 〕

そして、「前論」とは、棋山栄次 「教育教授研究法の一転機」(『教育研究』第337号 、昭和4年1

月)の ことなのである。 したがって、牧 口教育学の知識体系の概要は、1928年 の暮れまでに、

大方のところは出来上がっていたようである。

創価教育学に関する最初の著作は、『大系概論』にほかならない。そして、同書は、1928年 の

晩秋から1929年 の夏ごろまでの間にまとめられたものではないか、と考えられている。それは、

J・ デューイの 『私の教育学的信条』(1897年)に 該当するものであるとしても、決 して過言で

はないだろう。

牧口は、1929(昭 和4)年9月 発行の小冊子 『小学校長登用試験制度論』の冒頭において、

「これは私が近く発表せんとする創価教育学の実際的研究中の一節である。」〔r全集 ・第8巻 』、

329頁〕、と記 している。それゆえ、この時には、すでに、『体系 ・第1巻 』の編集作業が、何 ら

かのかたちで具体的に進められていたのではないか、と思われるのである。

しばしば言及されるように、「創価」とい うタームは、「価値を創造する」とい うことを凝縮

させたものである。牧 口は、大正期知識人の間で共有されていた 「価値創造」の概念 を、みず

からの案出した教育学理論の根底に位置づけることになる(10)。

それは、主体 としての人間の自発能動性に着 目するとい う意味で、いわばサ変化動詞のかた

ちになっている。っま り、わたしたちは、それを、「創価す る」とい うふ うに用いても、何の差

し支えもないのである。

しかも、「創価する」は、必然的に、「知識する」と一体不二の関係に位置づけられている。

たとえば、具体的な教育実践は 「価値の創造」作用であり、その経験科学的な考察は 「真理の

認識」作用に相当する。すなわち、「創価教育学」というタームそれ 自体のなかに、おのずから、

「真理の認識」と 「価値の創造」が内包されているのである(11)。

実を言 うと、牧 口にとって、「価値問題」は、ライ ト・モチーフにあたる、もっとも興味深い

ものなのであった。つま り、「創価する」は、『人生地理学』(1903年)を 出版した青年期からの、
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長年の研究課題だったわけである。

牧 口は、『体系 ・第2巻 』の 「序」のなかで、おのれ 自身の軌跡 をふ りかえりなが ら、「価値

問題」 との格闘が30年 以上もつづいているということを、次のように述べている。

「尚ほ不思議 なの は拙著 『人生地理学』 との関係 であ る。人 生地理学は地人関係 の現象 を研 究対 象 と

為 し、その 間に於 け る因果 の法則 を見出 さうとした もので、全 く価値現 象 を研究 して居た のである。

それは今本書 に於 て価値概念 を分析 し、遂に其の本質 を評価 主体 と対象 との関係力 な りと定 義 したの

によつて も判然 しよ う。即 ちその 当時は価値 といふ名 称にまでは至 らなかつた とはいへ、既 に薄膜一

重の所 に接近 して居たので あるが、之 を意識 しなかつただけに過 ぎない。今 か ら見る と真 に馬鹿 らし

い事であったのである。」 〔『全集 ・第5巻 』、206頁 〕

「何故 に斯 くも難解の価値 問題 に没頭 しな けれ ばな らぬ程に因縁 が深いので あらうか。 それ は余 の学

問 の対象が 常に生 活 を離れないか らであ らう。『人 生地理学』は人 間の生活 現象 の地理的分布 を対象

とし、それ に於 け る因果の法則 を見出 し以て社 会の空間的各方面 の連 帯性を閲明せ ん とす る ものであ

り、『創価教育学』 は又被教育者 の生活 を指導 する方法上の因果法則 を探 求せん とす るにあ るか らで

あ る。人 生が価値の追及であ るとは又繰返す必要はあるまい。従 つて人 生 と離れ得 ざる科学 の研究 に

あつては何 人で も価値問題 は回避の許 されない前提であ らねばな らぬ。然 らば如何 に難解で あ らうと

も実生活に縁遠い哲学者な どに委任 して 暮ん繋 に其の解釈 を待つて居 られ るものではあ るま い。」〔『全

集 ・第5巻 』、207頁 〕

そ して 、 と りわ け刮 目す べ きは 、 そ れ が 、 「生 活 」 を、 す な わ ち、 「い か に生 き る か」 を 第 一義

的 に とらえ よ うとす る、 「人 間 主 義 」 の ま な ざ しの ゆ えで あ った 、 とい うこ とな の で あ る。

『人 生 地 理 学 』 は 、 「人 間 の生 き方 」 を浮 き彫 りに して い る よ うに思 われ る。 なぜ な ら 、同 書
　 　 　 　 　 　 　

の 考 察 は、 「時 代 、 境 遇 、 及 天 性 」 〔r全集 ・第1巻 』、26頁 〕 に着 目 しな が ら展 開 され て い る か ら

で あ る。

と く に 「及 天 性 」とい う視 点 は 、自然 と社 会 に対 して は た らき か け る 人 間 の主 体 的 な営 為 に 、

光 を 当て て い こ う とす る もの で あ るだ ろ う。要 す るに 、牧 口は 、青 年 時 代 か ら 、ほか な らぬ 「創

価 」 作 用 を 正視 して い た こ とに な る。

ま た 、す で に 明 らか に され て い る よ うに 、 『人 生 地 理 学 』 とい う書 物 は、 「教 育 学 上 の理 法 」

〔r全集 ・第1巻 』、5頁 〕 に即 して ま とめ られ てい る。 そ して 、 こ こで の 教 育 学 と は、 具 体 的 に

は 、ヘ ル バ ル ト教 授 学 の こ とを指 す 。 しか も、鍵 にな っ て い る概 念 は 、 「経 験 と交 際 」 〔cf.r全

集 ・第1巻 』、30～38頁 〕な の で あ る(12)。

そ れ らは 、後 に 、「認 識 と評価 」 と言 い 替 え られ る よ うに な っ た。 す なわ ち 、『体 系 ・第2巻 』

の な か で は 、「か の 経 験 と交 際 との 両 作用 は認 識 と評 価 との両 作 用 に対 応 す る もの で あ る。」〔r全

集 ・第5巻 』、244頁 〕、 と明 言 され る よ うに な る。

そ うい うわ け で 、 「真 理 の認 識 」 と 「価 値 の 創 造 」 とい う基 軸 は 、実 を言 え ば 、『人 生 地理 学 』

の 時 期 か ら、何 らか の か た ちで 、牧 口思 想 の なか に秘 め られ て い た の で あ る。そ れ は 、教 育 者 ・

思想 家 と して の 経 験 や 思 索 が 深 さ と広 が りを増 す と とも に 、 よ りい っ そ う充 実 し、ま す ます 大

き くな っ て い っ た はず で あ る。 創 価 教 育 学 の 体 系化 は 、そ の1つ の決 着 点 に ほか な ら な い の で

あ る 。

さて 、 『大 系 概 論 』 の後 、 「真 理 の認 識 」 と 「価 値 の創 造 」 に 関す る思 索 は 、飛 躍 的 に深 ま っ

て い く こ とに な る 。そ れ は 、『体 系 ・第2巻 』 の第3篇 価 値 論 に な る と、次 の よ うな図 式 に結 実

す る の で あ る。
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納{二:1二
〔『全 集 ・第5巻 』、233頁 〕

しかも、このときには、すでに、牧口自身の内面においては、何がしかの根底的な変化が生

起していたのではなかろうか。とい うのは、『大系概論』の図式と比較 ・対照してみると、少な

くとも、価値の構成要素は、「利 ・善 ・美」か ら 「美 ・利 ・善」へ、明確にシフトしているから

である。そして、これは、単に、知性の面だけではなく、境涯の面においても、画期的な変化

が成 し遂げられたことの証左であるように思われる。

牧 口は、『創価教育学体系梗概』(1935年 春 ごろ)〔以下、『梗概』と略記〕の 「結語=法 華経 と

創価教育」のなかで、以下のように述懐する。

「創価教育学体系 の研 究が次第 に熟 し、将 に第一巻 も発表せ ん とした 頃、不思議 の因縁か ら法華経 の

研究 に志 し、そ して進 み行 く間に余 が宗教観 に一大変革 を来 した。 もとは禅宗 の家に生れ、法華 の家

に養 はれたのであつたが、何 等信仰 の念はなかつた。 苦学力 行の青 年期 に敬 愛 し親近 した師友 は、大

概基督 教徒 であったが、遂に入信の程 度には至 らなかつた。壮年 上京 以後儒教 の道徳だ けで は不安 に

堪へず して、再び禅 に参 じ、基督教に聴 き、深 呼吸法 を も習ひ、其他 の教説 に も近 づき多少 の入信 は

したが、遂 に深入す るには至 らなかつ た。 が古神 道に基づ く(覆)会 には十数 年間、夏冬の何 れ かに

大概参加 し、お蔭で今 もなほ毎朝の冷水浴は欠 さないほ どに至つてゐ る。が心か ら信仰 に入 る ことは

出来 なかつた。何れ も科学及び哲学の趣味 を転ぜ しめ、又はそれ と調和す るほ どのカ あるもの と感 ず

る(籠〉はなかったか らで ある。 ところが法華経に逢ひ奉 るに至つ ては、吾々の 日常生活の基礎 をなす

科学、哲学の原理 に して何等 の矛盾が ないこと、今まで教はつた宗教道徳 とは全 く異 るに驚き、心が
くもんしやうラくことことラ

動 き初 めた矢先 き、生活 上に不思議 なる現象 が数種現 はれ 、それ が 悉 く法華経の 文 証 に合致 し

てゐるのには驚嘆の外 なかった。そ こで一大決心 を以て 憲 穿 信 仰 に入つて見 ると、『天 晴れ ぬれ ば
　 ほせラ

地明かな り、法華 を知 るものは世法を得べ き乎』 との 目蓮大聖人の 仰 が、私 の生活 中にな る程 と
(習)か れ

ること ㌧な り、言語 に絶す る歓喜 を以 て殆 ど六十年の生活法 を一新す るに至つた。 暗 中模

索の不安が一掃 され、生来の引込思案がな くな り、生活 目的が愈 々遠 大 とな り、畏れ ることが少 くな

り、国家教 育の改造 を一 目も早 く行はせ なけれ ばな らぬ といふや うな大胆 なる念願 を禁ず る能 は ざる

に至った等がそれであ る。 蟹)し 『彼 れが為に悪 を除 くは彼が親 な り』てふ最大の慈悲を、最 高の正

直 によつて生活す る灘 経 の精神 に(したが遵)ふ な らば、r諸 天善神 は昼 夜に常}・法 の為 の故 に之を欝 護
くいささ　

し給ふ』 との経 文が 柳 か なが らも、研究 と体験 とに よつ て証 明され たや うであ るか らであ る。創

価教育学の研究 にもこれか ら大 なる信念 を得て一大飛躍す ること 墨な り、遂 に斯様な大胆 な表現 を敢

てす るに至ったのである。」 〔『全集 ・第8巻 』、405～406頁 〕

これは、いわば 「教育革命」から 「宗教革命」へ と、みずからの闘いを拡大 していく過程にお

いて生起した、胸中の劇的な変化のありようを、包み隠さず吐露 したものである、と言えるだ

一39一



創 価教 育学 の基礎概念(1)一 「真理の認識」 と 「価値 の創造」一

ろ う。 日蓮 仏 法(妙 法)と の 出会 い は 、 ま さ に、 大 い な る飛 翔 のチ ャ ンス だ っ た わ けで あ る。

牧 口は 、「妙 法 」へ の確 信 を強 め る にっ れ て 、この 世 には 、2種 類 の真 理 が あ る とい うこ とを 、

は っ き りと知 悉 す る よ うに な っ て い た。 『体 系 ・第2巻 』 の なか で は、 と りあ えず 、 「真 理 は不

変 。 価 値 は 変 る。」 〔r全集 ・第5巻 』、233頁 〕 と しな が ら も、 さ ら に1歩 立 ち入 って 、 「価 値 に 関

す る真 理 は 可 変 で 、実 在 に 関 す る真 理 の み が不 変 の様 に見 え る 」 〔r全集 ・第5巻 』、236頁 〕 と論

じて い る。

そ して 、 結 局 は 、真 理 の な か に も、価 値 に 関係 して い る 「相 対 的 な真 理 」 と、 価 値 に は 関係

しな い 「絶 対 的 な真 理 」 が あ る とい うこ とを 、判 然 と表 明す る よ うに な る。 しか も 、前 者 は時

と場 合 に よっ て変 化 す る が 、後者 は 永 久 不 変 な の で あ る。

「吾々は等 しく真理 とい うても其 の中に絶対 的 と相対 的 との二種 を区別す ることを妥 当と信 ず る。価

値 に関係 した真理 は相対す る主観 の変化 によつて共変す るが、価値 に関係 しない絶対的の真 理は永久

不変である。」 〔『全集 ・第5巻 』、274頁 〕

一般論は別にすると、ここでの 「相対的な真理」というのは、「創価教育学の理論」のことを

意味している、と言えるだろう。そして、「絶対的な真理」は 「南無妙法蓮華経」にほかならな

い。だから、牧口は、『梗概』にいたると、その両者の関係性を、次のように結論づ けるように

なる。

「要す るに創価教 育学の思想体系 の根底 が、法華経の肝心にあ ると断言 し得 るに至つた事 は余の無上

幸栄 とす る所 で、従つて 日本のみな らず世界 に向つてそ の法 によらざれば真の教育改良は不 可能であ

る と断言 して(1醤)ら ぬ と確信す るに至 つたのであ る。勿論最初か ら経 文を演 繹 したのでは ない。 中

途 か らといふ よ りは、最後 の 粗 ぼ完成期 に至 り、第一巻発表 以後 であるが、(鋪)な く法華経 を信糧 す

るによ り今 まで無意識 の進行 が期せず して一致 しゐるが如き に驚き、益々進んで見る と、法華経 の中

の肝 心が吾々の生活法の総体的根本 的の ものであ るに対 し、創価教 育学の唱道す る合理的教育法 は、

その部分 的末梢 的の もので あるといふ こ とが解 った に就 て、更 に大 なる驚 異 と歓 喜を感ず ると共 に、

なほよく見直す こ とによつ て、価値判定の標準等 に重大なる欠 陥があった ことに気付 き、善悪 の判 定

が初 めて正確 となるに至 り、それか ら多 くの追加補充 をしなければな らぬ所が生 じ、以 て右 の 自信 を

得 るに至つたのである。」(13)〔『全集 ・第8巻 』、410～411頁 〕

そ の うえ 、 さ らに 、『創 価 教 育法 の科 学 的超 宗 教 的実 験 証 明』(1937年9月)〔 以下、r実 験証 明』

と略記〕 のな か で は 、次 の よ うに主 張 す るの で あ る。

「仏教の極意 に基か ざれ ば創価教育法の真の信用は成立たず、之によ らざれ ば教育 の革新は到底 出来

ず。然 らば千百の会議 を重ねて も、世 界平和の実現 等は到底 出来 ない と信ず るか らである。価値意識

に基づ く創 価教育 の証明は仏教 の極意に帰依 し奉 る 蜜 擢 の経路 か。」 〔『全集 ・第8巻 』、87頁 〕

かくして、「創価」の教育思想は、「絶対的な真理」を体するようになった。それは、「南無妙

法蓮華経」 とい う根源の 「法」に依拠することによって、「創価」思想へ脱皮するのである。

3.応 用科学か ら価値科学へ

牧口常三郎は、『体系 ・第1巻 』の冒頭 において、次のよ うな定義を掲げている。わた したち
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は、それをどのように解 していけばよいのだろうか。

「創価教 育学 とは人生の 目的た る価値 を創造 し得 る人材 を養成す る方法の知識 体系を意味す る。/人

間には物質 を創造す る力 はない。吾 々が創 造 し得 るものは価値のみである。所謂 価値 ある人格 とは価

値創造力 の豊 かなるもの を意 味す る。 この人格 の価値 を高 めん とするのが教育の 目的で、此 の 目的を
くせんめい　

達成す る適 当な手段 を 聞 明 せん とす るのが創価教育学 の期す る所である。」〔『全集 ・第5巻 』、13頁 〕

とりあえず、現時点で確認しうることは、以下のとおりであるだろう。

イ)創 価教育学は、1つ の知識体系である。

ロ)そ の知識は、人材養成の方法に関するものである。

ハ)人 材 とは、豊かな価値創造力を有した人間のことである。

したがって、以上のことを要約すると、「創価教育学」 とは、「豊かな価値創造力を有 した人間

を育成するための方法」を探究 したものである、とい うことになる。

牧 口は、教育学を、現場の教師の役に立っように、1っ の 「独立の科学」として構築してい

きたい、と考えていた。そこで、彼は、それを、「応用科学」として蘇生させることにしたので

ある。

「教育学を倫理学や心理学などの基礎科学の上に、蜜蜜 の如き寄生的存在とするに甘んぜず、特有

の研究対象を以て実際経験より生れ出で、学校家庭の教育生活に密接なる関係ある独立の科学に樹立

せん とす るのが、本篇 の(聯)か 期す る所で あるが、果 して如何。/教 育学 を応用科学 の一 と して甦

生せ しめん とするに当つて、応 用科学 の概念 に一大更新 を企 てねばな らぬ境地 に逢着 した。利 用厚生

といふ 目的概念の有無 を以て、純正科 学 との唯一 の区別 の要件 とした従来の学説 を拗棄 し、代 りに研

究対象の相違 を以て した。純正科学が 自然 の現象 を対象 とす るに対 し、応用科学は意識の有無 は兎 も

角、純正科学の成果なる存在の法則を顔 した価値創造の活動を研究対象とするのである.照 し

て 目的 と手段 との関係、理由 と帰結 との関係、即ち人為的因果の法則 を見 出 して、将来 の創価生活指

導原則 を得ん とす るのが応用科学で あつて、存在の法則 を見出すこ とに於 ては純正科学 と異 る所 がな

い とした。 これが所謂応用科学の本質 の如実 の説明であ るとするのが吾人 の主張であるが、果 して如

何。」 〔『全集 ・第5巻 』、12頁 〕

要 す るに 、牧 口は 、 「応 用 科 学 」 とい うも の を、 次 の よ うに と らえて い た わ け で あ る。

「人間の為す価値創造 の活動 を研 究対象 とな して、 目的 と手段 との因果関係 を見出 し、創 価作 用に於

ける因果の法則を確 定 して、然 る上(羅)て 来 るべ き創価作用 の原理 とな るべき法則 を提供するのが応

用 科 学 で あ る とす る の で あ る。」 〔『全集 ・第5巻 』、60頁 〕

そして、「応用科学」としての創価教育学は、具体的な教育実践 とい う 「教師の創価作用」を科

学することによって、教育の領域における 「真理」を探究していくことを目的 とする、そうい

う 「知識の体系」なのである(14)。

「教育学は創価指導 を対象 とした教 師の人格価値 を創造す るを 目的 としての科 学で、心理学や社会 学

等の研 究に よりて定立 され た法則 を直ちに応用 して価値創造 の作用 を営む働 き とは全 く異ふ。即 ち教

師のその創 価作用 を研究対象 としてそれ の法則 に達 し、斯 くして定立 した法則 を以て教育作用 の価値
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を批判 し、更に之 を次の生活 の原則 とな して、教育者 に価値創造 の作用 を営ま しめんが為 めにす る知

識の系統 である。」 〔『全集 ・第5巻 』、405頁 〕

そもそも、「真理の認識」 と 「価値の創造」は、「創価」の教育思想の2大 目的にほかならな

い。ゆえに、それらは、「学ぶ」と 「生きる」、ないし、「生活の学問化」と 「学問の生活化」に、

それぞれ対応するものとしてとらえられていた。

けれ ども、それらの対概念は、教育学的考察がなされるやいなや、さらに、もう1っ 別の次

元の枠組みをもたらす ようになる。すなわち、具体的な教育実践が 「価値の創造」である とす

れば、教育学の科学的建設は 「真理の認識」に相当することになるのである。

ところで、牧口は、目蓮仏法(妙 法)へ の確信を揺るぎないものにするにっれて、「南無妙法

蓮華経」と 「創価教育学の合法的教育法」の両者を、「総別」の関係、「本末」の関係、「全体と

部分」の関係に、位置づけるようになった。

「『南無妙法蓮華経』と創価教育学の合法的教育法とが、吾々の生活に於て羅鋼 の関係、本末の関

係 、全体 と部分の関係 に於て、不ニー体で あることが首肯 され るな らば、そ の他のいかな る生活 でも、

それに照 らされ て、正 しい親切 を原理 とす る合理 的生活法 である限 り、や は り同様であ ると信 じて差

支あるまい。」 〔『全集 ・第8巻 』、412頁 〕

そして、これは、「真理の認識」と 「価値の創造」の対概念が、さらに一重高い次元においてと

らえられるようになった、まさに、そのことを示唆しているのではなかろ うか。

すでに述べたように、教育の領域 に関す るかぎり、「真理の認識」と 「価値の創造」は、教育

学の科学的建設作業と現場における具体的な教育実践に、それぞれ当てはまるものなのである。

しかし、真理にも、相対的なものと絶対的なものがある、とい うことが判明すれば、事態はま

ったく一変するにちがいない。なぜなら、「創価教育学の理論」とい う 「相対的な真理」ではな

く、「南無妙法蓮華経」という 「絶対的な真理」を根本にするとなると、その対概念は、たちま

ちの うちに、教育の領域を超越してしま うことになるからである。

かくして、「真理の認識」と 「価値の創造」は、「妙法」を根本 とするやいなや、階層構造的

に再編成されるようになった。っまり、今度は、よりいっそう広い視野か ら、「妙法」を正 しく

認識 していく過程(真 理の認識)と 、創価教育学の知識体系の構築(価 値の創造)と が、明確

に意識 されるわけである。

その結果、牧口自身のライフ ・ワークにあたる 「価値問題」の考察範囲は、大幅に拡張 され

ることになった。すなわち、教育の領域のみならず、宗教的な領域をも含む、社会のなかのあ

らゆる活動すべてが、「価値問題」の対象になってくるのである。

「あにた ∫創価教 育学の教 育法 のみな らんや。いか なる分業 に於て も、それが最高の正 直に よる最大

の慈悲といふ法華経の精神に基づいた薗馨花袖の合法的生活法であるならば 歯彙慎 蒔の大利益が

証明せられざるわけはなく、商売繁昌受け合ひであらねばならなぬ。… 婁き箋)自他を利益せんと

す る慈悲心 を以て正直 に 自然 の道理 即ち因果の法則 を認識 して、之を信 用 したお蔭 でないか。…

法華 経が現在 か ら未来 に亘 る現 当二世 の総体 的生活 の原理 であつて、之れ を信 じ、之によ らなけれ ば
くいささ　

いかな る分業生活 も合法 的合理 的であ り得ない こ とが、 聯 かな りとも肯かれ るではない か。況 ん

や児童 の一生涯の基礎 的指導に任ず る教育法 に於てをや。」 〔『全集 ・第8巻 』、411～412頁 〕
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言い替えれば、「(けだ蓋)し宗教 もすべての技術芸術 も、幸福の内容たる利 ・善 ・美の価値創造を
くちカリ

目的 とす る生 活 方 法 た る事 に 異 ひ が な い」 〔『全集 ・第9巻 』、8碩 〕の で あ る。 そ れ ゆ え 、 「妙

法 」 と さま ざま な技 術 ・芸 術 ・科 学 等 との 関係 は 、 「総 と別 、 本 と末 、 全 体 と部分 に は過 ぎず 、

要 す る に それ 等 の 総 て は根 幹 枝 葉 の 関係 に於 て 、不 ニ ー 体 の も の で あ る 」 〔『全集 ・第9巻 』、89

頁〕、 とい うこ とに な る。

した が って 、 牧 口は 、 当初 の 「応 用 科 学 」 を、最 終 的 に は 、 「価 値 科 学 」 な い し 「文 化 科 学 」

と置 き換 え る にい た っ て い る(15)。

「人間が天地の この法則 に順応 し不言の実行に よつてあ らゆ る価値 を創造 し、この不幸 を免れ幸福生

活 を遂 げ、以て現代の如 き文化 を現 出 し、以て不思議 なる因果法則 を証 明 して居 るのを研究 して、後

進 生活の指導 の原則 とな さ うとして説明 を加へん としてゐ るのが、吾 々が価値科学 又は文化科学 と名

づ ける所のものである。」 〔『全集 ・第9巻 』、89頁 〕

そして、こうした理論的な発達は、もっとも根本的な立場から、人間行動に関する的確なとら

え方がなされるようになったことを、意味 しているのである。

さて、牧 口は、日蓮仏法(妙 法)へ の帰依を確固不動のものにすると、ついに、もっとも根

底的であるところの、教育上における 「信の確立」(16)の問題に論及するようになった。なぜな

ら、「如何なる場合でも信は生活力の増大であり、不信は生活力の減退であり、疑惑はその停滞

である。」〔『全集 ・第8巻 』、415頁〕からだ。

彼は、『梗概』のなかで、次のように述べている。

「信 がすべての宗教の根 底であ るとはいかなる宗教 家も、まつ さきに注意す る所 で、信 仰は宗教特有

の基礎の如 く寛徹 されて居 るや うであるが、実 は一切 の学術 に於 て も、はた世 間の生活に於て も、い

や しくも前途 に軌道 を見出 して安全なる進行 を希 望す る ものに とつて欠 くべ か らざる根底 であ り、信

仰乃至信用 の基礎 の確 立 しない生活 は畢寛砂上 に楼 閣 を築 くに等 しい ものである ことを知 らねばな

らぬ。果 して然 らば、その学習指導乃至生活指導 を独特使命 とする教 育に於 て、信の確立が何 よ りも

先決問題で あることは言ふまで もあ るまい。信仰 といふ ことを宗教臭 い として敬遠 し勝 ちなる教育者
くすべか　

の 須 らく覚醒 すべき事項であ ら う。/信 の確 立が宗教上 よ りも、 よ り近 く教 育上の先決問題で あ

ると して、被教育者 に之を指導す るを首肯するな らば、先づ以て教育者 自身に関 して信 の確立があ る

か否か を反省 しなけれ ばな らぬではないか。教師 自身に信の確立がな されず して子弟 にのみ信 の確立

を望む こ とは木 に 縁 つて魚 を求む る業 で、 これ ほど矛盾 した こ とはないであ ら うか らである。」 〔『全

集 ・第8巻 』、413～414頁 〕

しかも、牧口は、「絶対的な真理」に対する 「信の確立」が成し遂げられたならば、学習指導

のしかたを全面的に改めねばならぬ、と主張する。

「信 の確立 までの研究 の過程 と、信の確立後、生 活に実現の過程 とを 撹 鰯 して指導 しては な らぬ。

之は生活 は信 に基づか ざれ ば全 く出来 ない といふ前述 の意 を 寮 けて、(蕪)ら ば 『如何 なる対象 を信

じて生活を遂 げ しめんか』を、指導す るに当つての先決問題 である。」 〔『全集 ・第8巻 』、52頁 〕

なぜか と言えば、「騨 謂 真理が人生に役立っだけの価値があるか否か。それが多いか少いかの

問題 は 、 体験 に依 つ て 生 活 に証 明 す る よ り外 に は解 決 の途 は な い。」 〔『全集 ・第8巻 』、53頁 〕か
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らであり、さらには、また、「生活に関す る価値の有無、多少は、実際生活の体験に依つて証明

す る よ り(罧)に(蓬)は な い 」 〔『全集 ・第8巻 』、69頁 〕 か らな の で あ る。

「妙法」への 「信」が確立すると、それ以後は、「絶対的な善」にもとついた 「価値の創造」

のあり方が求められるようになる。そして、この点において、「創価」の 「学習指導主義」は、

日蓮仏法を根幹 とした 「創価」の 「生活指導主義」へ と高められていくのである(17)。

さらに、その うえ、彼は、学習指導方法にとどま らず、研究方法の面においても、やは り、

根底的な変革が不可欠である、 と論じるようになる。それは、従来の自然科学的な認識の過程

をた どっていては、価値現象に関する法則を定立することな ど、いつまでたってもできはしな

いか らである(18)。

それゆえ、牧 口は、「価値問題」の解明は実際生活の経験にもとつかねばならぬから、「信行

の体験 と、その評価 といふ価値科学的方法」〔r全集 ・第9巻 』、88頁〕によってのみ、はじめて可

能 となるのだ、 と主張するようになる。換言すれば、根本の 「法」に依拠した 「信行学」の3

段階から構成される 「信解法」(19)しか、結局は、ほかに手立てがないのである。

「すべ ての技術家芸術 家達 は研究思索 をなす以前、実行生活に よつて無意識 の中に得 た経験 の蓄積 の

反覆熟練 によつて、よ り良き生活方法 を発見 して以て 自他 を益せん と精進す る。/こ の技術 家芸術 家

の経験 の蓄積 を研 究対象 とな し、それ を蒐集 し比較 し統合 して最良の方法 を見出 し、同一の結果 を得

ん が為 には同一 の原 因を起 さねばな らぬ といふ因果法則 を原理 とな し、根本原因を起 さしめて最 上幸

福生活 に達す る指 導原理 を与へ ん とす るのが価値科学 の狙ひ所であ る。/さ れば科学者 も技術 家芸術

家 も、そ の進行過程 に於 ては初 めは結果か ら原因に遡 るのであ るが、一旦その究 極に達 した後 は原 因

か ら結果へ と下向 し、最 も幸福 なる生活 を保証すべき最良の原因 を起 し、以て前途の不安 を免れ安全

に 目的を達せん として 自他 を益せん とす る。」 〔『全集 ・第9巻 』、83頁 〕

こうして、今や、「真理の認識」と 「価値の創造」の位置関係は、ある意味で、逆転すること

になった。それは、今後、事 と次第によっては、「価値の創造」と 「真理の認識」と言い替える

必要があるのかもしれない。

「真理の認識」と 「価値の創造」は、教育思想の範疇においては、前者から後者への筋道を

だとって、あくまでも、「学ぶ」→ 「生きる」とい う構図の枠内にとどまらざるをえないように

思われる。 しかしながら、それは、人間の生き方を正視するようになれば、それだけ、学問は

生活のなかから出て、生活のなかへ還元されねばならぬとい う、人類普遍の道理のゆえに、必

ずや、後者から前者へ、すなわち、「生きる」→ 「学ぶ」の構図へと、大きな変貌を遂げていく

ことになるのである。

おわ りに

今回の考察を整理することにしよう。

そもそも、「真理の認識」 と 「価値の創造」は、『大系概論』のなかで、教育の2大 目的 とし

て提示 されたものであった。けれ ども、それ らは、『体系』(全4巻)に おいて、具体的な教育

実践を科学するとい う段階に入 るやいなや、もう1っ 別の次元において位置づけられるように

なる。すなわち、それが、「教師の創価作用」(価値の創造)と 「創価教育学」(真理の認識)の

関係なのである。

そして、さらに、『梗概』のなかで 「信の確立」が宣言されるとともに、今度は、「真理の認
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識」 と 「価値の創造」そのものが、よりいっそ う高い次元において階層構造的に再編成されて

い くことになる。なぜかと言えば、「絶対的な真理」と「相対的な真理」との識別にもとついて、

「妙法」 と 「創価教育学」が、「総別」の関係、「本末」の関係にある、 ととらえられるように

なったか らである。

しかも、こ うした変化は、「真理の認識」→ 「価値の創造」から 「価値の創造」→ 「真理の認

識」へ とい う、方向性の大転換をともなっていたように思われる。すなわち、「思想 と行動」(学

問と生活の一体化)と い う理想主義的な視座から、「行動 と思想」(生活 と学問の一体化)と い

う現実主義的な姿勢への、まさに飛躍的な発達が、見事に成 し遂げ られているのではないだろ

うか。

たとえば、「学習指導主義」は 「生活指導主義」へ、また、「自然科学」の方法は 「価値科学」

の方法へ と、それぞれ革新 されていっている。そして、実は、「経験より出発せよ。」〔『全集 ・第

5巻』、27頁〕との指針に即 して、教育学の科学的建設がなされはじめた時点において、すでに、

その事実上のシフ トは進行していたのではないか、と推察することが可能なのである。

牧 口は、『実験証明』のなかで、「一信二行三学」こそが、まさしく、「妙法」を根本にした 「価

値科学」の方法である、と言っている。それは、宗教のみならず、社会のすべての価値現象に

あてはまる、等身大の現実的な研究方法なのである(20)。

「先づ 師 とす るに足る正 しい人の言 を信 じ、 堀よ観 の実行 をな し、体験 によつて価値の有無 を証 し、

無価値 なる主観 的の観念論 を捨て、以て人 をも離れ て生活 関係 の法 を信ず るのである。更 に何故 に価

値 が証 明 され るかをく経 文及 び道理 にた ゴして、 餐 レガ 信仰 を確立 し、か くて価値 の遠大 と近小 とを
くおそラ

比較対 照 して研 究 し、遂 に無 上最高の極意 に達 し、こ 」に初 めて 畏 る 」所 なき安全 の境地 に達す る。

『一信二行 三学』 といふ科 学 のそれ とは全 く異 つた研 究法 が即 ち之で あるが、 これ はすべ ての技芸

簿 量 生活法の研究 に通用 さるべ き もので、現 に無意識 的 に如何 な る技芸の修業 にも実行 しつ}あ る

所 で あ る。」 〔『全 集 ・第8巻 』、74～75頁 〕

か く して 、 「一 信 二 行 三 学 」 は 、社 会 の あ らゆ る 「価 値 問題 」 を対 象 に した 、 「創 価 人 間 学 」

の将 来 性 を示 唆 して くれ て い る。 「創 価 教 育 学 」は 、そ の た め の 、1っ の 実証 ・実績 に ほ か な ら

ない 。 わ た した ち の 眼 前 に は 、果 て しな い広 野 が 開 か れ て い る の で あ る。

牧 口 は、最 晩 年 に な る と、 「真 理 論 」 と 「価 値 論 」 との本 質 的 な ち が い を 、いや ま して強 調 す

る よ うにな った 。 も ち ろん 、 そ れ ら は、 日蓮 仏 法 にお け る 「理 法 」 と 「事 法 」 に対 応 して い る

わ けで あ る(21)。

「理 法 」 とは 、 「理 の一 念 三 千 」 の こ とで あ る。 これ は 、 「不 変 真 如 の理 」 を求 め る、 「真 理 の

認 識 」 を意 味 して い る。 「事 法 」 とは 、 「事 の一 念 三 千 」 の こ とを指 して い る。 これ は 、 「随 縁真

如 の智 」 を縦 横 無 尽 に は た らかす 、 「価 値 の創 造 」 に あて は ま る。そ して 、っ ね に 、詮 ず る と こ

ろ は 、 「事 法 」 が肝 心 な ので あ る。

(注)

(1)そ れ らは、いずれ も、聖教新聞紙上 において発表 された ものである。 「『教 育のための社会 』 目指 し

て、21世 紀 と教育一 私の所感」(2000年9月29、30日 付)。 「教育力の復権 へ、内なる 『精神性』の輝

きを」(2001年1月9日 付)。

(2)「 真理の認識」 と 「価値 の創造 」は、本稿で明 らかに してい くよ うに、ま さ しく、創価教育学の基軸

になっているものである、と言 えるだ ろ う。そ して、この ことに関 しては、『第 三文明』1996年8H号
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～12月 号 に連載 されている、斎藤正二 「創価思想 の源流に学ぶ①～⑤」 を参照のこ と。

さらに、斎藤 正二(談)「 牧 口常三郎が未来に託 した 『創 価教育』」(『第三文明』1997年10月 号、20

～23頁) 、お よび、斎藤正二 「『教育 のた めの社会』を実現 する 『創価教育』」(『第三文 明』2001年7月

号、72～75頁)も 、あわせ て参照 していただきたい。

(3)創 価高校の くモ ッ トー〉は、1968年 に開校 された当初は 「英知 ・栄光 ・情熱」 であったが、現在で

は、その うえ、 さらに、「良識 ・健康 ・希望」 も掲 げられ るようになった。

また、創価高校のく校 訓〉は、次 のよ うな5項 目か らなっている。

1,真 理を求 め、価値 を創造す る、英知 と情熱 の人たれ。

2,決 して人 に迷惑をかけず、 自分の行動 は 自分 で責任 をとる。

3.人 には親切 に、礼儀正 しく、暴力 を否 定 し、信頼 と協調 を重んず る。

4.自 分の信条 を堂々 と述 べ、正義のた めには勇気 をもって実行す る。

5.進 取の気性 に富み、栄光 ある 日本の指導者、世界の指導者 に育 て。

(4)こ の ことを約述 した ものが、古川 敦(談)「 創 価教育学の メッセー ジ」(『第 三文 明』2000年7月 号、

71～73頁)で ある。

(5)「 真理の認識 」を 「内潜創造」、 「価値の創 造」を 「外顕創造」 とい うふ うに表現 したのは、ま ことに

言い得て妙で あるよ うに思 われ る。 牧 口は、大正デモ クラシー期知識人た ちの間に流布 していた 《人

類普遍の科学的真理》たる 「価値創造」概念 を拡張=深 化 させ て、一方では外面世界へ展開 され る 「利

善美の価値創造」を 「外顕創造」 と定義づ け、他方 においては、新 カン ト派 の認識 論 をふまえなが ら、

内面世界 を志 向す る知識 構成作用 を 「内潜創造」 と表 現 したのであった。 〔cf。斎藤正二 「創 価思想 の

源流に学ぶ①一 『価値創 造』は人 類普遍 の科 学的真理一 」(『第三文明』1996年8月 号、54～57頁)。〕

ちなみ に、牧 口は、「真理 の認識」 と 「価値 の創造 」とい う基軸 を、最晩年にいた るまで堅持 してい

た にちがいない。けれ ども、「内潜創造」 と 「外顕創造」 とい うター ミノロジーは、2度 と再び用い ら

れ はしなか った。そ して、このこ とは、『大系概 論』が発表 された後 に、創 価教育学説それ 自体が理論

的にも大き く発達 していった ことの証左 として も、 とられ られ るわけであ る。

(6)「 学 問 と生活の一体化 」 とい うテーマ につい ては、『体系 ・第3巻 』第4篇 の第10章 半 目学校制度論

のなかで、 とりわけ明解に論 じられ てい る。

「半 日学校制度 の根 本義を要約すれば、学習 を生活 の準備 とす るのではな く、生活 をしなが ら学習

す る、実 際生活 をな しっ ン学習生活 をなす こと、即 ち学習生活 をなしつ 墨実 際生活 もする ことであっ

て、学 習生活 と実 際生活 と並行す るか、然 らざれ ば学習生活 中で実際生活 も、実 際生活の中に於て学

習 生活 もなさ しめっs一 生を通 じ、修養 に努 めしめる様 に仕 向ける意 味である。」 〔『全集 ・第6巻 』、

212頁 〕

創価教 育学説 がそのテーマ を基調 としてい るのは、 わが国の近代公教 育制度 が次第に整備 され てい

くにつれ て、生活 と学問が大き くか け離れて しま うよ うになった とい う、 まこ とに的を射 た考察が、

きちん とな され ていたか らであった。 〔cf.『 全集 ・第6巻 』、213～214頁 〕

(7)こ の点については、こ とに、『体系 ・第1巻 』第1篇 第2章 の第4節 創 価教育学樹立の必 要 〔『全集 ・

第5巻 』、34～39頁 〕 とい う部分を参 照のこと。

(8)『 体系 ・第1巻 』第1篇 の第3章 教育学 の本質、お よび、第4章 教育学 の研究法、 を参照 していただ

きたい。 ちなみに、す ぐ後で引用 してい る 「真理探究 の一般過程」 は、第4章 のなかで明示 された も

のである。

なお、『体系 ・第4巻 』 においては、次の よ うな論述 がなされている。

「〔デ ュルケ ムの道徳研究法 は、〕 そつ くり余 の創 価教育学の研 究に移 して差支は ない と思ふ。

余 が教育方法 を教育学 の主 眼 とした研究 に於 いて採って来 た方法 はやは り、教育事実 といふ こ

とよ りは、寧 ろ教育技術 を研 究対象 とな し、それ を観 察 し記述 し、比較 し分類 して、その 因果

の法則に達せん としたのであるか らであ る。」 〔『全集 ・第6巻 』、318～319頁 〕
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そ して、牧 口が、みず か らの研究 方法 を確 立 しゆ くた めに熟読玩味 した書物 の うちで、 とくに代表

的なものは、以下の とお りであるだ ろ う。

*L・ ウォー ド(遠 藤 隆吉監訳)『 応用社会学』大 日本文明協会 、1913年 。

*デ ュルケー ム(甘 庶生規矩訳)『 社会学的教育説』モナス、1929年 。

*デ ュルケム(田 辺寿利訳)『 社会 的分業論 ・第一分冊』森 山書店 、1932年 。

(9)牧 口自身の人生 の軌跡 と思想 的な発 達については、古川敦 『幸福 に生 きるために一 牧 口常三郎の

目指 したもの』(第 三文明社、2001年11月)を ご一読ねがいたい。

(10)斎 藤正 二は、「価値創造」の概念 ・術 語が、大正デモ クラシーを背景 に登場 した 、いわゆ る 「八大教

育主張」において、ごく当た り前の よ うに用い られていた とい うこと、 しか も、それ が、「人類普遍の

科学的真理」であるこ とを、つまび らか にして くれ てい るので ある。 〔cf,前掲 、斎藤正二 「創 価思想

の源流 に学 ぶ①」。〕

(11)言 うま でもな く、「知識す る」 と 「創 価す る」は、 「知識 の構成」 と 「価値 の生産」、す なわち、 「真

理の認 識」 と 「価値 の創造」に対応 してい るわ けで ある。それ らは、『体系』のなかで、次の よ うに用

い られている。

*「 知識す る」

「教育 の材料た る知識 を詰 め込み さへすれ ば 自ら教育が 出来上る として居た時代は(媛 に過

ぎ去 り、その教材 を運用 して、被教育者 に知識 す ることを指導する こそ教育の本 旨であ るとい

ふ こ とが承認 され る ことにな り、そ こに種々な る方 法上の工夫研 究が要求 され るこ とになっ

た。」 〔『全集 ・第6巻 』、320頁 〕

*「 創価する」(ただ し、 ここでは、「創価 される」 とい うふ うに用い られ てい る。)

「教育 は無意識的生活 を意識 的生活 に指導す るのである。没価値的の生活 を価値的 に指導す る

のである。生活の非合理的 なるものを合理 的にす ることで もある。価値は合理的生活 によつて

のみ実現す るか らである。偶然 なる合理的生活 に於 ても、筍 しくも合理 的なる以上、価値 が創

立され る筈 であるが、然 し夫れ は偶然 なる創価作用、価値 生活 に過 ぎない ので、或 る時若 くは

或 る人 に限つて創価 され るか も知れ ないが、他 の人、他 の時には、必ず しもそれの実現 を保証

す ることは出来ない。」 〔『全集 ・第5巻 』、405～406頁 〕

なお、「知識 する」は、ほかに も何箇 所か見受け られ るが、 「創価す る」(実 際には、「創価 され る」)

は、おそ らく、 この1箇 所だけであろ うと思 われ る。

(12)『人生地理学』を読み進 んでいけば、おのずか ら、それ がヘルバル ト教授学理論 を土 台に して構成 さ

れてい るとい うこと、そ して、 また、鍵 になっている概 念が 「経験 と交際」であ るとい うこ とは、 も

はや疑いのない事実 として と らえ られ るにちがいない。 〔cf,斎藤 正二 「『人生地理学』研究 のための

序論 」(『全集 ・第2巻 』、519～543頁)。〕

ちなみに、「経験 と交際」 とい う概念 につい ては、ヘルバ ル ト(是 常正美訳)『 一般教育学』(玉川大

学 出版部、1968年)の なか の、 とくに、第2編 興味の多面性第2章 教授の部分 を参照 していただきた

い。

(13)「 価値判 定の標準」 の最初 の原 型 と見な しうる ものは、『体系 ・第2巻 』 の第5章 第3節 のなかで登

場 したのではないか、と思 われ る。〔cf.『全集 ・第5巻 』341～343頁 〕そ して、このこ とについては、

同章の第6節 において、次 のよ うにコメン トされ てい るのである。

「善 的、道徳的価値の節に於て吾人は善悪 の判定の標 準 を規定 した ことは御 承知の通 り。世法

即ち社会法則 として は恐 らくはこれ以上 には標準は求 められない ものではないか。/さ はあれ 、

以上 は相対的 の善で、最高至上の絶対的のそれではない。人類 の現世 に於 ける生活法則 を対象

とす る道徳科学 としては、 これ以上 に踏み込む力はない様であ る。科学の力 では これ 以上に至

るこ とは出来 まいが、人生 に於 ける要求は これに留ま らない。そ こに宗 教の領 域が展開す るの

である。/三 世常住、永久不滅の霊魂の生活 を対象 として、そ こに一貫す る因果の法則 を見出
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して、絶対至高なる正邪 善悪 の標準 を確 立 し、その規範 に則 る ことに よつて、初 めて至幸至福

といふべ き生活 を遂 げん とす るのが人心 の深 底に横た はる要求で、宗 教の起 る所 以で ある。」

〔『全集 ・第5巻 』、358頁 〕

牧 口は、 この時点で、す でに、 「南無妙法蓮華経」が 「絶対 的な真理」であ るとい うことに、確信 を

抱いて いたはずであ る。それ ゆえ、彼 は、「善」にも 「悪 」にも、「相対 的なもの」 と 「絶対的な もの」

があると考えるよ うになっていた。

そ の後、彼 は、 日蓮仏法へ の 「信」をよ りいっそ う深 めるにつれ て、 「価値判定」の原理 それ 自体に

ついて も、次第 に修 正 を加えてい くことにな る。つま り、それは、『実験証明』においては 「評価標 準」

〔cf,『全集 ・第8巻 』、59～60頁 〕として提 示 され、最終 的には、「価値判定 の標準」とい う論文 〔cf.

『全集 ・第10巻 』、28～39頁 〕のかた ちで、1942(昭 和17)年 の2・3月 に発 表 され てい るの である。

(14)創 価教育学の研 究方法 については、『梗概』の 儲 言=教 育 の合理化 を論ず」のなかの次の よ うな論

述 を、ぜひ とも参照 していただきた い。
くあたかラ

「一番経 済なる研 究工夫 の方法 は、いふまで もな く科 学的指導原 理にた よるこ と、 恰 も医

師 が医学 を離れて は立 ち行か ぬや うになったや うにす ることで あるが、遺憾な ことには、その

た よ りとす る教育学 なるものが、実際的生活 に殆 ど没交渉な る哲学的なるた めに、不経済 と知

りっ ㌧も、諸々の迂遠 な る修養法 を探 らぬばな らぬ こ とであ らう。 これが教育事業 の不進 歩、

不合理 を来 した最重大 な原 因である。 この事 は数百年前以来、 コメニウス、ペス タロツチ、ヘ

ルバル ト等 の大先輩 が、疾 に要望 し、企図 した所 であつた けれ ども、今な ほ医学その他の技術

科 学の如き、科学的体系 が出現 す るに至 らなか つたのは、 婁 き篭)研 究法が至 らなかつた のに

基因す るもの と信ず る。(釜)し 実際経験の成功、失敗 の事実か らその原因 に遡つて教育上 の因

果 の法則 を帰納す る といふ 自然科学 的研究法 を採 るこ とをせず、徒 らに、人間の性質のみ を見

詰 めて、それ か ら哲学 的に教 育の方法 を導 き出さ うとしたか らであ る。 これは医学は哲学者 の

思索を待たず して、医師 の治療 の経験記録 の綜合 か ら発達 してゐるのに鑑みれ ば明瞭 のことで

あ らう。従 って余 は欧米 の学 問の輸入 の哲学 的思 索の方法 を離れて、医学その他大昔の技術学

の成立 した経路 を辿 り、実 際経験の事実か ら帰納 して、一の知識 体系 を構造 したのが、『創 価

教育学』 である。 され ばそ の完否や価値 の多少 は ともか く、実際経験か ら帰納 した ものた る以

上、実際生活 に演繹 され ない理 由はあるまい。」 〔『全集 ・第8巻 』、388頁 〕

(15)も とも と、『体系 ・第2巻 』の第3篇 価値論 は、教育の 目的 としての 「価値 の創造 」の問題 に限定 さ

れていた よ うに思われる。この ことは、『体 系 ・第4巻 』の巻末 に付 け られた第1巻 か ら第3巻 ま での

概要紹介 におい て、第2巻 が 「教育原理 としての価値 論」 と紹介 されている ことか らも、それ な りに

推察 し うるよ うに思われ る。つ ま り、それは、「自他 ともの幸福」の実質 を、明確化す るものであった

わ けである。

したが って、これまでの ところ、一般 に、牧 口 「価値論」の特異性 は、「真 ・善 ・美 」か ら 「利 ・善 ・

美」(最 終的には、 「美 ・利 ・善」)へ の根本 的な転換 を主 張す る、新 しい 「価値 」概念 のあ り方 に求め

られてきた。

「人 間の理想の対象 を表 現す る価値体系 として真善美 をいふな ら、寧 ろ真 に代へ るに利 を以て

し、利 ・善 ・美 といふ を妥当な りとす るとは、創価教育学体系第二巻価値論の所論で ある」〔『全

集 ・第9巻 』、66頁 〕

そ して、「真」の代 わ りに 「利 」 を人間の理想 として位 置づ けるとい うのは、 「他者 のた め」 を意識

しつつ も 「自己 自身」 を見失 わずに思索や 行動をな して いく、本来的 に人 間ら しい生 き方 を、 まっす

ぐ見据 えることになるのである。

しか しなが ら、牧 口 「価値論 」の真骨頂 は、そ うした哲学 的な観点 よ りも、む しろ、経験科 学的な

視座 にある、 と言えるだろ う。 「究極的な理想」に関す る考察か ら出発す るので はな く、現 実生活 に即

して生身 の人 間の等身大の 「創 価」活動 を科学す る。牧 口は、それ こそ、ま さに、 「価値科 学」の 目指
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す ところで ある、 と考 えていたのである。

(16)こ れ は、 「信」こそが、すべての生活の根底 であ り、人間最高の善心である とい うこ とを、率直に表

明 した ものに ほかな らない。それは、ま さに、牧 口に固有の 「人聞主義宣言」であ るとして も、決 し

て過言 ではないだ ろう。

「要 す るに人生は信 の上 に立っ といって よい。この基礎 が ぐらつ くな らば、不安 この上 のない

もの となる。 され ば吾等 の運命 としての課題 は、信ず るか信 ぜ ざるかの問題 ではな くて、何 を

信ずべ きか である。信 不信 の問題 は生 を否 定 し、幸福 を願 はない限 り、 農『章 考へ る 罹レ罷 さ

へ も与へ られ ないのである。」 〔『全集 ・第8巻 』、416頁 〕

(17)「 学習指 導主義 」が 「生活指 導主義 」にまで高め られ ていったのは、牧 口自身の 目指す ところが、い

わ ば 「教育革命」か ら 「宗教革命」 へ飛翔 ・飛躍 した ことと、軌 を一 に してい るにちがいない。 もち

ろん、 「利 ・善 ・美」 から 「美 ・利 ・善 」へのシ フ トが生起 したの は、そ うい う理 由によるのだ ろ う。

しか も、 「生活指導主義」は、最終的 には、 「最高価値の大善生活法」〔『全集 ・第10巻 』、9頁 〕 を理想

とす るようになるのである。

ちなみ に、『実験証明』 においては、 「指導主義の教育法」 ない し 「最 大価値 の生活法乃至教育法」

〔『全集 ・第8巻 』、10頁 〕 とい うふ うに表現 されている。

(18)牧 口は、『実験証明』のなかで、 これまでの探究 が うま くいかなかった本 当の原 因は、「価値現象 の

認識法」 に誤 りがあった こと、すなわち、従来 の 自然科学 的な方法 に依 拠 したこ とにある、 と述べ て

いるので ある。
ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ へ 　

「更 に重大な る原因は、価値現 象の認識法の研究が不十分 な為、結果 の証 明か ら原因の考察 に

遡るより外に(蓬 のない者を、逆に発生進歩の原因から結果へと、生浩あ歴吏商造魯をその
　 へ 　 ヘ ヘヘ ヘ へ

ま ン繰 返へ させ る誤謬にある と信ず る。例へば教育問題 の如 きも、結果 で証明すれ ば、信用に

も理 解に も、遙う犀 なき事 を、 掻 ひ て彪 大なる知識体 系を以て説 明せん とす るか ら面倒 になる

のである。」 〔『全集 ・第8巻 』、9頁〕

こ うしてみ ると、牧 口は、 「応用科学」か ら 「価値科学」への飛翔の過程 のなかで、研究方 法の面に

お ける本質 的な転換(「従 因至果」→ 「従果 向因」)を 、見事に成就 していたわけであ る。

(19)牧 口は、1936年 の時点で、 「智解法」(自 然科学の方法)と 「信解法」(価値科 学の方法)の 本質的な

ちがいを、下図のごとくに とらえるよ うになっていた。 〔『全集 ・第9巻 』、91頁 〕

対象

一{灘 難}一一

統一的一 評価的認識法一 信解法=価 値科学

(20)実 を言 うと、牧 口は、すでに 『体系 ・第4巻 』 のなか で、以下 のごとく、「教育 に就 ての信 ・行 ・学

の三大要 素の統合渾一」 の不可欠性 を主張す るよ うになっていた。

「教育技術 といひ、又教 育法 といふた ゴけでは、 日本 古来の何 々道 といふ語 に対照す る と、ま
くむい

だ意 を十分 に尽 しがたい ものがあ り、多少の誤解 を生ず る恐れがある。依 て 寧 ろ 『教 育道』

として学 と術 と人格 との渾 一体 を表す るを以て適 当と信ず る。… 然 らばその所謂教育道 の
くこんいっ　

内容 は如何。教育 に就ての信 ・行 ・学の三大要素の統合 渾 一 である。人格 の中心たる人生最

高の 目的観念 の確立 に必要な る正法の信仰 と、教育方法の実習及び熟練 と、之が理解説 明に欠

くべか らざる教育学 との渾然たる統一が乃ちそれ である。」 〔『全集 ・第六巻』、446頁 〕

ちなみ に、『実験証明』か らの 引用は、第7章 宗 教研 究法 の革 新 と家庭 国家の宗教革命 のなかの、第
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1節 宗教研究法の転回 とい う部分か らである。

(21)こ のことについては、『全集 ・第10巻 』に収 め られ ている 「法 華経の信者 と行者 と学者及 び其 研究法」、

なかで も、 とくに、153～154頁 の部分 を参照 していただ きたい。
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